



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































率は 17%，戦地での罹患率は 20%に達したという（同書 pp.1-2）。なお同書 p.557には各予備病院で








































































































































































































































































































































































































































































































































































































29　鮫島兼尚　『陸軍現役将校同相当官実役停年名簿 明治 36年 7月 1日調』p.134に近衛歩兵第 4聯隊
中隊長として見え，明治 27年 6月中尉，明治 30年 10月大尉とある。名の読みも同書による。また『陸
軍現役将校同相当官実役停年名簿　明治 45年 7月 1日調』p.109によれば明治 38年 1月に少佐となっ
ている。従って島崎勇次郎が戦死した明治 37年の時点で鮫島は大尉だったはずであるが，本文で中尉
となっている理由は不明。
30　岡本正延　前掲『明治 36年 7月 1日調』p.224に近衛歩兵第 4聯隊付少尉として見える。これらに
よって島崎勇次郎も近衛歩兵第 4連隊に所属していたことがわかる。
31　瘞于髮邨中田嶋　本来なら「瘞髮于邨中田嶋」となるべきところを作者が誤ったものか。
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富山大学人文学部紀要 富山市内に現存する「兵隊地蔵」の碑文について
しての意に添わなかったのか，その事情は定かではない。ただ少なくともこれらの碑文や『縦
遊日誌』を見る限り，藍田の文章は若干の和習はあれど「不文」どころではない堂々たるもの
である。固辞したのは恐らく単なる謙遜だけではなかろう。
おわりに
尾田氏の調査によれば，富山県内で兵隊地蔵を建立された戦死者は太平洋戦争中にレイテ島
で戦死した陸軍中佐以外はすべて兵卒である。漢文の碑がある4体のうち，富山市外の2体は
その撰者が詳らかではなく，佐々木佐市と島崎勇次郎の2名だけが著名な漢詩人に碑文を書い
てもらっている。直接的にはたまたま同郷の人に漢詩文をよくする名望家がいたためであろう
が，それとともにこの2名はともに近衛師団の所属であったことも見逃せない要因である。
同郷の兵士が集まる郷土部隊であった金沢第9師団歩兵第35聯隊とは異なり，近衛師団は全国
から特別に選抜された兵士で構成される。平時には皇居の護衛や儀仗という光栄ある任務に就く
ので，これに選ばれるのは一族や地元民にとっても大変な名誉であった。それだけに子々孫々に
至るまでその功績を顕彰したいという思いも強かったことであろう。近衛歩兵だったからこそ著
名な漢詩人に依頼できたのであろうし，また依頼された側も断りきれなかったと考えられる。
また碑文はこの2名が武勇に優れていただけではなく，学問を好み，人々に慕われる人格で
あったことを誉めている。近衛歩兵に選ばれるにふさわしい優秀な人物であったことを強調す
る必要があったからであろう。
藍田岡崎佐次郎の筆になるこの碑文は，建立から114年の歳月を経た今もなお，戦争にまつ
わるさまざまな事実や，それに直面した人々の思いを静かに語りかけてくる。ところが県内の
文化行政に携わる機関の中に，この碑文を詳しく読める人が誰もいなかったという事実には，
戦慄を覚えずにいられない。
江戸時代の余風がなお残る明治の知識人にとって，漢学の素養は当然身につけているべきも
のであった。ところが戦後になると漢学や漢詩文は必須の教養の座を滑り落ちて，ごくわずか
な愛好家の悲しき玩具と化し，中等教育における漢文の授業も，それに合わせるように削減の
一途をたどってきた。
先人が残してくれた数多の漢文による碑文が，誰にも読まれることなく忘れられ，埋もれて
いくのも，ある意味当然の帰結かも知れない。
しかし大学や行政機関には先人の遺産を正しく後世に伝える責務がある。当然の帰結と他人事
のように澄ましていてよいはずはない。漢文を読める人材を養成することは，単に中国を知るた
めだけではなく，むしろわが国の歴史や文化の継承のためにこそ急務であるといえよう。弊学に
は漢文を教育できる専門分野がありながら，その機能を十分果たし得ていなかったことに慙愧の
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念を禁じ得ない一方，それさえも実務重視の大号令のもとに縮小廃止されかねない動きが，国の
上層部だけではなく当の大学内にもあることも，ここに明記して後世への教訓としなければなら
ない。
筆者は中国古典文学が専門であって，日本近代史や軍事史は専門ではない故，本稿にも誤り
が多々あろうことを恐れる。大方の批正を乞う次第である。
